
　広報きたあきた　20．10．16  ８�

第
８
回
縄
文
ま
つ
り

　
国
指
定
史
跡「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」な
ど
市

の
縄
文
遺
跡
と
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
秋
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト「
第
８
回
縄
文
ま
つ
り
」が
10

月
４
日
、秋
田
内
陸
線
小
ヶ
田
駅
そ
ば
の

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、子

ど
も
た
ち
や
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
が
遺
跡
見

学
や
勾
玉
づ
く
り
な
ど
で
縄
文
づ
く
し
の

１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　
同
遺
跡
が
国
の
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
平
成
13
年
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、ま
た
子
供
た
ち
に
も
体

験
学
習
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

も
の
で
、今
年
は
同
遺
跡
が「
北
海
道
・
北

東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」（
秋
田
県
な
ど
４
道

県
）と
し
て
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入
り

し
た
こ
と
か
ら
関
心
も
高
く
、内
陸
線
な

ど
を
利
用
し
、例
年
よ
り
多
く
の
市
民
が

訪
れ
ま
し
た
。�

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、「
伊
勢
堂
遺
跡

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」の
佐
藤
喜
美
男

会
長
が
、「
今
朝
方
の
雨
に
よ
り
、こ
の
縄

文
の
聖
な
る
地
も
さ
ら
に
清
々
し
く
な
っ

た
気
が
す
る
。縄
文
人
も
歓
迎
し
て
く
れ

た
よ
う
で
、私
た
ち
も
縄
文
時
代
に
帰
っ

て
や
さ
し
い
気
持
ち
で
ま
つ
り
の
一
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
会
場
で
は
、遺
跡
見
学
会
の
ほ
か
、土
偶

や
当
時
の
装
飾
品
だ
っ
た「
勾
玉
」づ
く
り
、

弓
矢
の
的
当
て
、火
お
こ
し
体
験
、縄
文
ク

イ
ズ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、縄
文
文
化
を

Ｐ
Ｒ
。土
偶
づ
く
り
で
は
、子
ど
も
た
ち
や

親
子
が
同
遺
跡
出
土
の
土
偶
や
、恐
竜
な

ど
を
思
い
思
い
に
形
作
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
、火
お
こ
し
体
験
は
、「
舞
い

ぎ
り
式
火
お
こ
し
」と
い
う
道
具
を
使
っ

て
火
を
お
こ
す
コ
ー
ナ
ー
。道
具
を
回
転

さ
せ
、心
棒
と
床
に
置
い
た
板
と
の
摩
擦

熱
で
発
火
さ
せ
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
は
、

な
か
な
か
コ
ツ
が
つ
か
め
ず
、回
し
続
け

て
も
出
る
の
は
焦
げ
臭
い
に
お
い
ば
か
り
。

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
火
が
つ
く
現
代
生
活
の

便
利
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
た
様
子

で
し
た
。�

▲伊勢堂岱遺跡の世界遺産暫定リスト入りを
ＰＲした「第８回縄文まつり」
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下
杉
の
県
立
営
農
大
学
校
跡
地
に
こ
の

ほ
ど
日
中
友
好
青
年
交
流
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
、10
月
２
日
、関
係
者
や
、か
つ
て
大

学
校
で
学
ん
だ
中
国
人
研
修
生
Ｏ
Ｂ
ら
で

除
幕
式
を
行
う
と
と
も
に
、竣
工
祝
賀
会

で
記
念
碑
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
記
念
碑
は
、合
川
日
中
友
好
交
流
協
会

（
成
田
道
胤
会
長
）、鷹
巣
日
中
友
好
後
援

会（
中
嶋
修
三
会
長
）、元
大
野
台
経
営
伝

習
農
場
同
窓
会（
清
水
修
智
会
長
）な
ど
が

発
起
人
と
な
り
、日
中
間
の
友
好
の
絆
を

さ
ら
に
深
め
大
学
校
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
の
目
的
で
建
立
し
た
も
の
で
す
。�

 

台
座
は
６
ｍ
×
４
ｍ
、中
国
・
山
西
省
産

の
黒
御
影
石
で
で
き
た
石
碑
は
幅
４
ｍ
、

高
さ
75�
cm
で
、碑
の
前
面
に
は
第
１
期
の

留
学
生
・
張
成
波
さ
ん
が
揮
毫
し
た「
日
中

友
好
青
年
交
流
之
碑
」の
文
字
、裏
面
に
は

大
学
校
の
沿
革
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
校
歌
と
伝
習
農
場
歌
が
記
さ

れ
た
２
基
の
石
碑
が
両
脇
に
設
置
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
碑
の
裏
面
に
は
１
０
０
人
の

留
学
生
と
、短
期
留
学
生
41
人
の
氏
名
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 �

　
除
幕
式
に
は
、卒
業
生
、教
職
員
、友
好

協
会
の
会
員
ほ
か
こ
の
日
の
た
め
に
北
秋

田
市
を
訪
れ
た
中
国
人
研
修
生
ら
約
80
人

が
出
席
。研
修
生
は
、留
学
生
同
窓
会
長
で

第
３
期
生
の
胡
凱
さ
ん
、第
１
期
生
の
張

成
波
さ
ん
、杜
惠
儂
さ
ん
な
ど
11
人
。テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
後
、岸
部
市
長
、成
田
会
長
、

胡
凱
さ
ん
ら
８
人
で
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、参
加
者
が
竣

工
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。�

　
来
賓
祝
辞
で
は
胡
凱
さ
ん
が
、「
日
中
の

信
頼
と
友
好
の
絆
を
永
遠
に
留
め
る
こ
と

が
で
き
る
記
念
碑
の
建
立
は
ま
さ
に
私
達

中
国
人
留
学
生
の
思
い
を
代
弁
す
る
も
の
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
に
改
め
て
深

く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、こ
の
日
を
新
た

な
出
発
点
と
し
て
、さ
ら
な
る
日
中
友
好

を
深
め
た
い
」と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。�

▲北秋田市と中国の友好の絆のシンボルとなる
記念碑を除幕

�

「日中友好青年交流之碑」完成除幕／第８回縄文まつり�
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友
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まちづくりシンポジウム／市長日誌�

◇
９
月
16
日
〜
30
日

市
長
日
誌

18
日（
木
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会

議
‥
一
般
質
問（
市
議
事
堂
）�

19
日（
金
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会

議
‥
一
般
質
問（
市
議
事
堂
）�

21
日（
日
）▽
秋
の
全
国
交
通
安
全
合
同
出
発
式（
市
役
所
駐

車
場
）▽
第
３
回
北
秋
田
市
軽
ト
ラ
市
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
出
席（
駅
前
商
店
街
）▽
竜

森
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀

会
に
出
席（
竜
森
小
学
校
）�

23
日（
火
）▽
北
秋
田
市
広
域
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

竣
工
神
事
・
式
典
・
祝
賀
会
に
出
席（
大
野
台
地
内
・
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）�

24
日（
水
）▽
元
合
川
町
議
故
金
田
悦
財
門
さ
ん
お
よ
び
元

阿
仁
町
議
故
梅
村
長
之
助
さ
ん
の
叙
位
伝
達
式
に
出

席（
市
役
所
）▽
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
実
証
プ
ラ
ン
ト
事

業
に
関
す
る
会
議（
市
役
所
分
庁
舎
）�

26
日（
金
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会

議
最
終
日（
市
議
事
堂
）�

27
日（
土
）▽
北
緯
40
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
１
０
０

キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
８
年
大
会
前
夜

祭
に
出
席（
仙
北
市
交
流
セ

ン
タ
ー
）�

28
日（
日
）▽
北
緯
40
秋
田
内
陸
リ

ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
１
０
０
キ

ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

２
０
０
８
年
大
会
後
夜
祭

に
出
席（
北
秋
田
市
交
流
セ

ン
タ
ー
）�

▲100キロマラソン前夜祭で（9/27）

。。

　
中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
探
る「
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
８
」が

10
月
３
日
、北
秋
田
市
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、 

市
民
ら
約
１
０
０
人
が
専
門
家
に

よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
探
り
ま

し
た
。�

　
主
催
は
た
か
の
す
銀
座
通
り
商
店
会
活

性
化
部
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
作
る
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会（
木

村
信
智
会
長
）。少
子
高
齢
化
や
大
型
店
の

進
出
、予
定
さ
れ
て
い
る
北
秋
中
央
病
院

の
移
転
な
ど
で
商
店
街
の
空
洞
化
に
危
機

感
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
ら
が
、先
進
事
例

な
ど
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
講
師
は
、長
崎
県
佐
世
保
市
で
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
た
き
た
竹
本
慶

三
氏
と
、日
本
政
策
投
資
銀
行
地
域
振
興

部
参
事
役
の
藻
谷
浩
介
氏
。�

　
最
初
に
講
演
し
た
竹
本
氏
は
、佐
世
保

市
で
賑
わ
い
を
創
出
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
リ
ー
ド
し
活
性
化
に
つ
な
げ
て
き
た

仕
掛
け
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
商

店
街
の
役
割
は
何
か
。ま
ず
経
済
的
な
役

割
、人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
社
会
的
な
役
割
、そ
し
て
交
流
か

ら
生
ま
れ
る
文
化
的
な
役
割
が
あ
る
」な

ど
と
力
説
。総
延
長
１
キ
ロ
と
日
本
一
長

い
ア
ー
ケ
ー
ド
で
一
帯
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る『
き
ら
き
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

始
め
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
北
秋
田
市
同
様
に
郊
外
に
大
型
Ｓ
Ｃ
が

進
出
、危
機
感
を
感
ず
る
中
で
、イ
ベ
ン
ト

に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
佐

世
保
の
事
例
に
聴
衆
も
感
心
し
な
が
ら
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
一
方
、藻
谷
氏
は
商
業
統
計
調
査
な
ど

綿
密
な
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
持
論
を

展
開
。地
方
の
都
市
に
も
大
型
店
が
次
々

と
進
出
す
る
状
況
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
ま
し
た
。�

▲中心商店街の活性化策などを探った「まちづ
くりシンポジウム２００８」
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食生活改善普及月間
～良い生活習慣は気持ちいい～�

　国民一人ひとりの食生活改善に対する自覚を高め、
日常生活での実践の促すことを目的に、毎年10月を食
生活改善普及月間としてこの運動を展開しています。�

都市緑化月間
～ひろげよう　育てよう　みどりの都市～�

　都市緑化推進のための諸活動を行い、地域住民の
緑化意識の高揚を図り、もって都市の緑化及び都市
公園等の整備の推進を図ります。�


